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金属鉱廉⑳地化掌探蛮⑳等引

はじめに

最近金属鉱床の探査の一手段として地化学探査が

広く利用されるようになってきている.筆者も地質調

査所で金属鉱床の地化学探査を担当している関係上鉱

山に出張する機会が多いカミそこで話としてでてくるこ

とは地化学探鉱とはどのようなことをやるのか実施に

際して必要な器材類あるv'はそれらの費用はどれ位が

かるのかというような質問をよく受ける.

そこで今回は地化学探査のねらいの概要と探査に

必要なおもな機器器具試薬類ならびにそれらのおお

よその価格(40年12月現在)等について述べることにす

るが今後の地化学探査に少しでも参考となれば幸いで

ある.なお探査の一部門である試料の分析操作は別の

機会にゆずり今回は省略するので後記の文献等を参

照して頂きたい.

金属鉱床の地化学探査の基本的な考え方としては鉱

床地帯の自然水(択水湧水)土壌岩石および植物

等のなかには非鉱床地帯のそれらに比べて鉱床に関

連ある成分がより著しく濃縮されているという経験的

な事実に基づいている.これは鉱床カミ生成されるとき

鉱床成分の分散が行なわれることによるものでこの分

散現象は次の二通り洪考えられる.

1つは鉱床生成の際鉱液の作用により直接鉱体周辺

の岩石に鉱体成分が供給される(1次分散).他の1つ

は時の経過とともに鉱床抽よび鉱体周辺の岩石等カミ風

化帯にはいり2次的に鉱体成分が岩石土壌植物等
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に供給される(2次分散).それ故探鉱の対象となる

試料としては当然のことなカミら自然水土壌:岩石およ

び植物等が注目されることになりそれらのなかに含ま

れている成分のうち適切に鉱床を示す元素(指示元素と

v'う)を数種選んで分析を行ないその結果から鉱床賦

存地帯の推定か可能である.なお結果の解析に際して

は地質鉱床物理探査等のデｰタと総合的に考察す

ることが望ましい.各種鉱床に利用される指示元素を

第1表に示す.

地化学探査は

①試料の採取

②試料の調製

③試料の分析

④結果の解析

の順で実施されるがここでは①～③の過程に必要なも

のについて述べることにする.

1.試料の採取

自然水の採取

白然水による地化学探査はおもに硫化鉱床に適用され

調査範囲も広い場合が多いので測定機器類を積載する

ことのできる実験車(ジｰプ)があると能率的である.

択水の採取には試料ビン(ポリエチレン製容量100

加Z～1Z)ポリエチレン袋間縄高度計クリノメｰ

タｰリュックサック地形図地質図野帳および文

具類などが必要である.

土壌岩石植物の採取

土壌岩石植物による地化学探査はおもに硫化鉱物

酸化鉱物を対象とすることカミ多い.土壌試料は設定

された測点でノ･ンドオｰガｰスコップレバｰブロッ

クなどを用いて地表下の土壌を採取する.岩石試料は

ハンマｰタガネなどで採取する.植物試料は葉の

部分を採取することか多いのでとくに器具は必要でない.

2.試料の調製

自然水の調製

自然水は通常調製の必要はないが検出元素がきわめ

て微量の場合は濃縮操作を行なったりウランの場合の

ようにイオン交換樹脂に吸着させる操作を行なうことも�
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ある.

土壌岩石植物の調製

土壌試料は鳳乾するか電気乾燥器を用いて乾燥後荒

砕きを行ないステンレス製フルイ(30メッシュ)を通し

たのち必要量をメノウ乳鉢で磨砕(100メッシュ以下)

して分析試料とする.岩石試料は超硬乳鉢あるいほ超

硬エリスモｰタで粗砕後必要量を四分法で分けさらに

粉砕し100メッシュのステンレスのフルイを通しなが

らメノウ乳鉢で磨砕し分析試料とする.植物試料は電

気炉で450～550Tで灰化して分析試料とする.

発光分光分析法あるいは螢光X線分析法を用いる場合

には粉末試料をあらかじめ融解剤と共に溶融し試料

調製を行なう場合もある.

3.試料の分析

地化学探査に用いられる分析法は

①

②

③

④

⑥

⑥

⑦

⑧

⑨

有機試薬による比色分析

発光分光分析

螢光X線分析

螢光分析

ク1･マトグラフ分析(ぺ一パｰクロマトグラフ

アルミナクロマトグラフ)

鱈充分光分析

原子吸光分析

容量分析

重量分析

などがある.これらのうち通常よく用いられる方法

は自然水の場合は有機試薬による比色分析土壌岩

石植物等の場合は有機試薬による比色分析発光分光

分析螢光X線分析螢光分析などである.また今後

利用が一般化するであろうと思われる方法としては原子

吸光分析法があげられる.主要元素に用いられる分析

法を一覧表として第2表に示す.

本項では比色分析発光分光分析螢光X線分析

螢光分析原子吸光分析について述べる.

第2表主要元素に用V･られる分析法
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比色分析

比色分析は試料中の目的成分に関連した色調の濃淡

を比較測定して定量を行なう分析法で一般には元素と

試薬と反応した溶液の呈色が利用される.呈色の測定

には光電比色計あるいは分光光電光度計が用いられる.

比色分析に必要な機器および試薬類は化学天秤上

皿天秤試料分解用ビｰカｰ(容量50～100m1硬質の

もの)試料分解用試験管(容量30㎜1硬質のもの)

ニッケノレルツボ(容量30mZ溶融分解用)白金ルツボ

(容量30mZ溶融分解用)分解用熱源(砂皿バｰ

ナｰ)電気炉抽出分液ロｰト(容量250mZナス

型)抽出管(容量30叫Z)試験管立自動ヒュｰレッ

ト(白と褐色)ロｰトロ紙ホｰノレピペット(容量

5～10m1)ガラス製蒸留器湯煎メスピペット(容

量1～5mZ)メスフラスコ(容量100～11)メスシリ

ンダｰ(容量200～500mZ)ビｰカｰ(容量500mZ)試

薬ピン(容量250～1Z)元素標準溶液一般試薬(酸ア

ルカリなど)有機試薬(元素によって選定おもなる

ものは後記4.試薬を参照)振盤器光電比色計(分

光光電光度計)pHメｰタ純水製造装置(蒸溜式イ

オン交換式)純水などがある.

発光分光分析

発光分光分析は試料を励起発光(アｰク法火花法

などがある)させその光を分光器によって分光写真乾

板に撮影しその陰画を拡大投影器などを用いて拡大し

鉄のスペクトル標準表と比較して感光した輝線の波長数

分光光電光度静(炎光装置を含む)
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値を読みとり元素名を確認する方法で本法では定性

定量が行なえる.珪酸塩試料中の各元素の検出限度を

第3表に示す.

発光分光分析に必要な機器および試薬類は分光写真

器(水晶と回折格子がある)発光装置(高性能万能

型がある)測微光度計拡大投影器黒鉛電極電極

成型器分光用鉄電極プロセス分光用乾板乾板現像

用器具および薬品乾板乾燥器化学天秤上皿天秤

試料混合粉砕器元素標準試薬(内部標準合成試料)

標準試料基体物質(塩化ナトリウム炭素末)白金

ルツボグラファイトルツボ融解剤(棚酸リチウム)

電気炉超硬粉砕器乳鉢(メノウ超硬)などである.

本法の利点は迅速性経済性検出感度が高いことな

どがあげられまた写真法は分析結果の記録を保存する

ことができる.

螢光分析

鐙光分析は水銀灯から発する紫外線を試料に照射す

ると励起されて螢光物質固有の螢光を発する.その強

度を測定して定量を行なう.測定器には反射型と透過

型があるが微量のウラン等の場合には透過カミよい.

本法は種々の元素に適用されるが地化学探査面ではウ

ランに用いられている.

ウランの螢光分析に必要な機器および試薬は白金皿

(容量!00mZ)試薬(フッ酸硫酸過酸化水素水ア

スコ〃ビン酸アンモニア塩酸)融解剤(炭酸カリ

ウム炭酸ナトリウムフヅ化ナトリウム)化学天秤

上皿天秤ビｰカｰ(容量300mZ)ピペット(容量1

～5mZ)イオン交換樹脂(陰イオン交換樹脂アンバｰ

ライトG-400-1型)およびカラムバｰナｰデシケ

ｰタｰPHメｰタ透過型螢光光度計などである.

螢光X線分析

螢光X線分析はX線管球からの一次X線を試料にあ

てそこに発する二次X線(螢光X線)を分光結晶で分

光し検出管電子管方式の計数回路でその強度を測定

し元素の定性定量を行なう.

螢光X線分析に必要な機器および試薬類は螢光X線

分析装買(X線電源部も含む)元素標準試薬標準試

料基体物質(殿粉シリカ炭素末)融解剤(棚酸

リチウム棚砂炭酸ナトリウムなど)化学天秤上

皿天秤白金ルツボグラファイトルツボ電気炉超

硬粉砕器試料混合粉砕器試料成形器などである.

本法の利点は迅速性試料の形状や性質によらず分

析が可能'測定は非破壊的に行なえることなどがあげら

れる.難点としては検出感度が発光分光分析に比較

してやや劣る.原子番号10以下の元素の分析が今のと

ころ不可能である.

第4表原予吸光分析による各元素の検出限界
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原子吸光分析

原子吸光法は元素の原子蒸気を光カミ通過するとその

元素の共鳴発光線に相当する特別の波長に吸収が起こる

がその吸収は蒸気中に存在する原子の濃度に比例する.

したカ三って吸収を測定すれば元素の定量が可能である.

本法による元素の検出限界を第4表に示す.

発光光源としては陰極を分析すべき元素で作ったホ

ロｰカソｰドランプディスチャｰジランプが使われる.

元素の蒸気は通常試料溶液を炎の申に噴霧して得られ

るが水銀の場合には固体試料をバｰナｰで加熱して水

銀蒸気を得る方法(検出限界5PPb)も行なわれ地化学

探査の面に利用されている.

原子吸光分析に必要な機器類は分光光度計原子吸

光付属装置光源点灯用電源装置試料噴霧用小型コン

プレッサｰアセチレンガスホ1ヨｰカソｰドランプ

ディスチャｰジランプ(目的元素による個有のランプカミ

必要)固体試料を溶液にする器具および試薬元素標

準溶液などである.

本法の利点は迅速簡便高精度検出感度が高v'

ことなどである.また有機溶媒に抽出したものを試料

Hg専用原予吸光分析装置�
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とすることができるということも加えて元素の微量を

取り扱う地化学探査にはまことに好都合な方法の1つで

ある.今後大いに利用される方法であろう.

4.主要器材機器誠薬類の概要

ハシド才一ガｰ

ノ･ンドオｰガｰは深度別に試料採取を行なう場合に

必要でありオｰガｰビットドリリングロッドノ'ン

ドルの3部分からなる.採取の際はオｰガｰビットを

手で回しなカミらO～5m位の下部の土壌を採取するドリ

リ:■グロットの長さは1本1mで深くなるにしたがっ

て継足していく.通常はビット1本ロッド5本ノ･

ンドル1本レンチ2本(ロッドの解体に使用)を1式

としておけばじゅうぶんである.

レバｰブロック

レバｰブロックはハンドオｰガｰを引上げるときに

用いる.ハンドオｰガｰで土壌試料採取を行なう場合

深度が3m以上になると人力で引上げるのが容易でない.

このようなときにレバｰブロックを使用すると簡単に引

上げることができる.規格としては湯量3/{t標準揚

程1.5m自重8kg程度のものが手ごろである.

姻試験器およびp鼠メｰタ

pH値の測定には指示薬によって標準系列と比較す

る比色法と電極を用いて電気的に測定する方法とがあ

る.

pH試験器は前者に属するもので地化学探査には

標準系列としてB.PBB.CGB.T.BPR.T.B.

をそろえ携帯用箱につめこんで用いるとよい.通常

の沢水の場合は目的カミじゅうぶん達せられる.ただし

着色水の場合は測定できないのでpHメｰタを用いる.

pHメｰタは後者に属するもので地化学探査には携

帯用が便利である.本器は電源として乾草池を使用し

電気回路にはトランジスタｰを組込み軽量化をはかっ

ている.測定範囲は0～14精度は±O.05自動温度

補償を組みこんだものもある.

純水製造装置

本装置は分析用の純水を得る装置でイオン交換樹脂

を使用している.1本のカラムに陽陰イオンの混合

体を入れ上から水を通すと下から純水が得られる.

地化学探査の野外用としてはカラム(合成樹脂製)の大

きさカミ直径6cm長さ22cm位のものが適当である.

実験室用としては25Z/hr程度の能力のものカミよい.

Hg専用原子吸洗蕪置の操作

ガラス製蒸留器

本器は試薬の精製に使用する.接合部はすべてス

リ合せとなっている.使用に際しては酸でよく洗漁を

行なわないと重金属が溶出するので注意を要する.地

化学探査では四塩化炭素の精製によく使用する.蒸留

の熱源としては電気式湯煎カミ適当である.

ハンドオｰガｰ一式とレバｰブ樽潔ク(下)

PH試験器(左)とPHメｰタ(狛)

ガラス製蒸留器と湯せん�
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自動ヒュｰレット

本器は抽出溶媒を一定量づつ加えるのに使用する.

ヒュｰレット容量は5㎜Z貯蔵ビン容量250㎜Z位が適

当で白色褐色の2種類を用意する.褐色は光線によ

って変化するものたとえばジチゾン溶液に使用する.

抽出管および抽出用分液ロｰト

抽出管分液ロｰトとも有機試薬による比色の際に元

素の抽出に用いるもので抽出管は容量30mZ内径

14m血長さ300mmポリエチレンのせん付分液ロ

ｰトは容量100～250mZナス型がよい.

振盤器

本器は摘出操作のときに使用する.

出の際は激しく振鑑する必要があるが

り抽出条件の一定化ができるとともに

両面10コ掛が能率的である.

元素の溶媒摘

本器の使用によ

労力がはぶける.

光電比色計

本器は安定な人工光源からの光線を色フィルタｰで

分光し単色光を用いて試料溶液による光線の吸収を光

電管に受け電圧電流として測定される.光電管はSb

CsとAgCsの2種類カミありSbCsは372～655mμ

AgCsは750mμ以上に用いる.最近は野外用として

交直両用のものも市販されるようになっているがこれ

などは地化学探査の分析方法として比色法カミ用いられ

ることが多いことなどからして不可欠の器材である.

透過型螢光光度計(U専用)

木器は光源に水銀灯を用い一次フィルタｰによって

紫外線だけを取出し試料(あらかじめ化学処理を行ない

フッ化ナトリウムと融成物としたもの)の表面にあてる.

試料を通過した螢光と紫外線は二次フィルタｰを通って

螢光のみが電子増倍管に入いり光の強度が測定されU量

がきめられる.本器は感度がよいので微量のUの定量

に適しUの地化学探査に利用されている.

発光分光分析装置

本装置は化学的方法では検出困難な成分の分析や金

属元素の矧遠分析におもに用いられているが地化学探

査の分析面においても一度に多元素の分析が可能なこ

とからして利用度の高v･機器である.

本装置は2本の炭素電極を使用しうち1本には試料

をつめ極間に電孤を作り発生したスペクトルを分光器に

より分光し写真乾板上に撮影を行なって元素の定性

定量ができる.

分光分析装置は分散度によって種々の型があるので分

析試料の主成分あるいは定量目的元素によって選ぶ必要

がある.すなわち水晶プリズム分光器の場合は中型

と大型があり中型は主成分の判定および主成分の発す

るスペクトルが他の元素に余り影響を及ぼさない微量成

分の分析に使用される.大型は分散度が高いので大部

U薄絹鐙施光燈静

摘湖樹と織

鰍ビ抵一』■

ット(麓)

↑

糠とう織と

妨液腺榊ト

.議一一徹圭

娩驚比飽紗

大型嚇光分娩分耕縦澱

讃光x線分析裟燈�
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分の試料については分析が可能であるが長波長側の部

分では分散度がおとるので希土類鉱物などの分析には

難点がある.回折格子分光器は波長によって分散度に

変化をもたらすことがなく分散度も非常い高い.した

がってすべての元素の分析が可能でありとくに長波長

部においては有効である.なお最近はスペクトノレを乾

板上に撮影するかわりに目的元素のスペクトル線上に

光電子倍増管をおき自記できる装置(直読式発光分光分

析装置)も市販されている.

螢光X線分析装麗

本装置は1次X線を試料にあて発生する2次X線

(螢光X線)を検出し元素の定性定量を行なう装置で

原子番号11のNaから92のUまでの元素に適用可能で

ある.

本装置も光分光分析装置と同様分析能率の点から地

化学探査には有効である.本装置は元素に応じてX線

の通路と検出器が異なる.X線の通路については空

気真空ガス(ヘリウムまたは水素)があるが空気

通路はX線の波長の2A以上をよく吸収するので原子

番号23のV以下の元素は検出しにくく21のSc以下は

検出不可能である.したカミってこの場合は真空あるい

はガスで満した通路を使用しなければならない.

検出器にはGM計数管ガスフロｰ計数管シンチ

レｰション計数管がありそれぞれ特徴がある.

GM計数管は簡易性が特徴で高圧電源部から1200V位

の電圧を加えるだけで計数装置の入力となる.しかし

難点としては計数効率が一般に悪くまた分解時間が長

いので2000c/sec以上のx線による脈動電流に対しては

数え落しが多く補正の必要がある.ガスフロｰ計数管

はガスを計数管内に送入する手間がかかるが長波長の

X線の計数効率がよくエネルギｰの波高分析も可能で

ある.真空あるいはガス通路でMg～Ca程度の元素の

検出ができる.シンチレｰション計数管は短波長で計

数効率がよく分解時間も短かい.またエネルギｰの波

高分析もできる.長波長では入射面の吸収などで計数

効率が低下しとくに4A以上では使用できない.地

化学探査上の分析には真空通路でシンチレｰション計

数管をそなえることが望ましい.

原手吸光分析装置

本装置は.試料を原子化(通常は試料溶液をバｰナｰ

などの化学炎中に注入して行なう)しそれに原子吸光

用光源からの光を照射すると原子は光を吸収する.こ

の吸収度を測定し元素の定量を行なう装置である.

本装置は吸光部制御部光源電源部分光部受

光増幅部指示部からなっている.

吸光部にはディスチャｰジランプ(NaKの場合)

ホロｰカソｰトランプ(AgAuBiCaCdCoCr

CuFeMgMnNiPbSnSrZn等の場合)

等の光源Iと元素を原子化するためのバｰナｰ(温度は

300ぴK以下)が含まれている.

制御部は燃料ガスと空気を規定の圧力流量にし一

定の燃焼状態が保たれるようにするためのものである.

光源用電源部はランプの光強度を一･定にするためのもの

である.

分光部は入ってきた光を分光するところで分光器

には回折格子が用いられている.回折格子は高い分散

度をもっているので近接線の干渉がほとんどない.

受光増幅部は分光器からの光を電気信号に変換増

幅する部分で受光器には電子増倍管が用いられている.

指示部には吸光度を示すメｰタカミありこれに記録計

を付瞳すると能率的である.

地化学探査に用いる原子吸収用光源はおもにホロカ

ソｰトランプである.

比色分析に必要な試薬類

地化学探査上使用する試薬には無機試薬と有機試薬

とがある.試薬はいずれも特級品を使用する由

ここに地化学探査の指示元素としてよく用いられる

���������䙥���

(水の場合)の分析に必要な試薬類を一覧表として第5

第5表元素別による必要試薬表
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策6表

地化学探査用機器･試薬類価格一覧

品名価格(円)

品名

価格(円)

試料採取1

試料調製

ジｰプ(ワゴン)

間綱(ガラスセンイにビニ'ルカ11工したもの)

�ね

精癌高度計

採水ビン(ポリエチレン100m1)

クリノコンノ{ス

ハンマi

一

ハンドオｰガ}一式

1レパｰブ回ック(3んt)

リュックサック

地形図(i/5万)

,試料袋(紙製20cmx17cm)100枚

1試料袋(ポリエチレン娘2･｡m･3･｡m)1OO枚

ノノウ乳鉢(内径10cm)

超硬乳鉢

超硬エリスそ一ク

ステシレス筋(30メッシュ100メッシュ)

上皿天秤(オイルダンパｰ式)

電気乾燥器(45x40x40cm)100V-200℃

1試料粉砕混合器

1試料成形器(手動)

試料分析用化学天秤(直示)

1･250,0001

�㈰�

��〰

�

��　

㈮�　

㈰�〰

��估

2,㎝

�

�　

�　

㈸�〰

��〰

㌸�估

㌮�　

�〰　

��〰

��〰

200,㎝

工80,OOO

試料分析川

薬

(姦機試護)

電気式砂皿

電熱器

淡鮒能測定鵠(シンチレｰション)

光電比色酎(ポｰタブル)

振温器(10本掛)

螢光X線分析装置(真空通路シンチレｰション

カウンタｰ)

発光分光分析装置(大型水晶プリズム)

原子吸光分析装麿

Hg専用原子吸光分析装置(カナダ鯉)

U専用鐙光分析装置

ジエチルジチオカルバミン酸ナトリウム(25g)

ジチゾン(259)

2I2'ジキノリン(1g)

ルベアン酸(1g)

αニトロソ8ナフトｰル(25g)

βニトロソαナフトｰル(1g)

ジメチルグルオキシム(25g)

皿フリルジオキシム(1g)

ロｰダミンB(25g)

O一フエナント目リニノ(1g)

α.α'ジピリジｰノレ(1g)

フェニルフルオロン(1g)

ジフェニルカルバジド(25g)

㈰�〰

�〰　

㈲�〰　

��〰　

��〰　

4,000,㎜

���〰　

���〰　

7,000ドル

��〰　

�　

��　

��　

�〵　

�　

�　

脳0

8ゴ000

�　

�　

�　

�〰　

試料分析用�化学天秤(直示)�工80,OOO��ジフェニルカルバジド(25g)･880�

�PHメｰタ(ポｰタブル)�60,㎝��ネオトロン(1g):1,290�

�岬試験鵜』(B正湿｡ムC.α週､二[.B,､.RR卜丁.B)�40ヨ000���

��BCG董,500��エチレンジアミン四酢酸ニナトリウム(25g)i430�

�上調pH指示薬各500m1�也は2,000��塩酸ヒドロキシノレアミン(5009)=1,550�

�摘出管(硬質内径14mm×長さ300mmポリ栓付)�250��四塩化炭素(5009);370�

�試験管(硬質内径17m醐〉く長さ160m㎜)�240��チモｰルブルｰ(25g)■2,630�

�試験管立(24本立)�250��エチルアルコｰル(5009)1720�

�試薬ビン(ガラス500m1スポイト付)�200��ベンゼン(5009)1260�

�自動ヒュｰレット(ビュｰレット部5ロｰ1貯蔵タンク250m1)白･禍���イソプロピルエ,テノレ(5009)=750�

��7.000��エｰテル(5009)1900�

�分液ロｰト(1')�1,300��1グリセリン(5009)1620�

�〃(500m1)�900���

�〃(250m2ナス型)�450���

��6,500�元素標準試薬�硫酸鍋(259)�120

�ガラス製蒸留器����

��12,OOO��硝酸鉛(25g)�120

�電気式湯煎����

��250��金属亜鉛(1009)�

�ボリェチレンビン(31)����2,500

�〃(11)�200��硝酸銀(25g)�690

��90��塩化第2水銀(25g)�430

�〃(500m1)����

��70��塩化コバルト(25g)�310

�〃(250m1)����

��45��塩化ニッケル(25g)�180

�ビｰカｰ(50加1)����

��80��酒石酸アンチモニ〃カリウム(25g)�100

�〃(500血1)����

�メスフラスコ(11)�950��金属ビスマス(1009)�3,130

�〃(500m～)�700��金属カドミウム(1009)�3,380

�〃(100m1)�400��酸化ゲルマニウム(25g)�3,500

�メスシリンダｰ(500皿1)�680��重ク日ム酸カリウム(5009)�1,330

�〃(200m1)�400��硝酸トリウム(25g)�940

�メスピペット(5m12m11m1)�180��塩化バリウム(25g)�120

�ホｰルピペット(10m15m1)�160��硫酸カリウム(25g)�120

�洗ビン(ポリ製250m～)�90��硝酸ウラニル(25g)�1,330

��120��金属鉄(509)�

�ロｰト(内径4cm)����5,500

�ロｰト台(2コ掛)�300���

�口紙(9o㎜)100枚�230�一般試薬��

�純水煙造装置(イオン交換25〃hr)�50,000�(特級)��

�〃(卓上用5〃hr)�16,000��瓢､鴫前驚芸があるが省略する1�

�〃(野外用)�6,000���

�白金ルッポ(30g)�66,㎝���

�白金皿(35g)�77,000���

�白金ルツボハサミ�5,000����
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表に示す.なお1π素の標準溶液については

参照して頂きたい.

次項5を

5.元素標準溶液の調製法(比色分析用)

地化学探査に際して指示元素として利用される元素

を比色分析で定量するときに必要な標準溶液の調製法

について述べる.なお調製に際しては化学天秤メス

フラスコ純水を使用する.

'銅…･硫酸錦(CuSO｡･5H20)0.20(lgをはかリとリO.1Mの

塩酸500m1に溶解する水溶液1m1=100μgCu

'鉛…･硝酸鉛(Pb(N0｡)2)をm℃で1時間乾燥後O.1609

をはかリとり濃硝酸1m1を含む王00m1の水に溶解

する水溶液1m1=1000μgPb

'亜鉛…･金属酸鉛(Zn)O.1009をはかりとリ10側1の濃塩酸

に溶解したのち水で100m1とする木溶液1㎜1=

1000μ9ZI1

･銀…･硝酸銀(AgN03)0.16599をはかりとり100m1の水

に溶解する水溶液1m1=1000μgAg

'水銀…･塩化第2水銀(HgC12)O.13549をはかりとり100

m1の水に溶解する水溶液1m1=1000μgHg

･コバルト…･塩化コバルト(CoC12･6H20)O.0409をはかリと

り1m1の濃塩酸を合む100m1の水に溶解する

水溶液1m1=1OOμgCo

･ウラン…･硝酸ウラニル6水塩9gを少量の水に溶解し硝

酸5m1を加えて加熱し硫酸の白煙をたてたのち水

で500m1とする水溶液1m1=約1000μg帆O"

濃度は硫酸第2セリウム滴定法で決定する

･ニッケル…･塩化ニッケル(NiC12･6H20)0,2009をはかりと

りO.1Mの塩酸500m1に溶解する

水溶液1m1=1OOμgNi

'アンチモン…･酒石酸アンチモニルカリウム(KSbO･C壬H.O｡

･1/2H20)O.2749をはかりとリ6Mの塩酸100舳

に溶解する木溶液1mト1000μgSb

ビスマス…･金属ビスマス(Bi)O.1009をはかリとり

硝酸10m1に溶解し水で100m1とする

水溶液1m1=1000μgBi

･鉄…･電解鉄(Fe)O,0109をはかリとり4Mの硝酸10m1に

溶解し水で100m1とする水溶液1m1=100μgFe

･カドミウム…･金属カドミウム(Cd)O.1009をはかリとり塩

酸10m1に溶解し水で1OOm1とする

水溶液1m1=1OOOμgCd

･ゲルマニウム…･酸化クルマニウム(Ge02)0,1449をはかり

とりO.1MNaOH20～25㎜1に溶解し

水で100m1とする水溶液1mト1000μgGe

･クロム…･重クロム酸カリウム(K2Cr20･)O.2839をはかりと

リ1OOm1の水に溶解する水溶液1m1二1000μgCr

トリウム･…硝酸トリウム(Th(N03)パ4H20)1gを水に溶

解し硝酸5m1を加えたのち水で500m1とする

水溶液1m1=約1000μgTh02正確には容量法または

重量法で標定する

'バリウム…･塩化バリウム(BaC1里･2H20)O.1789をはかりと

り100m1の水に溶解する

水溶液'1m1=1000μgBa

'硫酸根…･硫酸カリウム(K2S0｡)O.1819をはかりとり100

m1の水に溶解する水溶液1m1=1000μgS0'

6.地化学探査に必要な機器器具試薬類の

価格一覧表

地化学探査を行なう場合探査に要する経費は試料の

分析方法によって左右される.すなわち一般によく使

われている比色分析を主体にして行なうならば50万円

前後でできるが発光分光分析とか螢光X線分析等の

いわゆる機器分析を導入すると500万円前後の費用が

必要となる.したがって探査経費にみあった方法を選

定する必要がある.価格一覧を第6表に示す.なお

価格は変動があるので一応の目やすとしてお考えいた

だきたい.(筆者は技術部化学識)
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